
道内各地で進展する地方創生プロジェクトの最前線をクローズアップ！

北海道創生ジャーナル
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人と地域との新たなつながりを生み出すワーク施設とコンシェルジュを紹介

０７ 地域が動く・プロジェクト最前線
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■ 妹背牛町 みんなでつくる親子の交流拠点 ｆｒｏｍ☆Ｍｏｋｏ

０9 「つながる。ＨＵＢest」 ［北海道型ワーケーション普及・展開事業］

第４回選定遺産の紹介／下川町、北広島市、今金町、白老町、上士幌町

全日本下の句歌留多協会

■ しれとこらぼ（斜里町） 豊島和敏さん

■ ＫＩＴＡＭＩ ＢＡＳＥ（北見市） 西村貴子さん

北海道遺産

る
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北
海

道
遺
産
と

は
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
有
形
・
無
形

の
財
産
の
中
か
ら
、
北
海
道
民
全
体
の
宝
物

と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
「
北
海
道
遺
産
」
で

す
。
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
、
北
海
道
に
生

き
て
き
た
人
々
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
、
産

業
、
食
な
ど
、
様
々
な
分
野
か
ら
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
度
、
第
一
回
選
定
か

ら

周
年
を
契
機
と
し
て
、
令
和
３
年
か
ら

第
四
回
の
募
集
・
審
査
が
行
わ
れ
、
昨
年
、

６
件
の
地
域
遺
産
が
新
た
に
北
海
道
遺
産
に

加
わ
り
、
総
計

件
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
遺
産
構
想
と
は

掘
り
起
こ
さ
れ
た
宝
物
を
地
域
で
守
り
、

育
て
、
活
用
し
て
い
く
中
か
ら
新
し
い
魅
力

を
持
っ
た
北
海
道
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

道
民
運
動
が
「
北
海
道
遺
産
構
想
」
で
す
。

多
く
の
北
海
道
遺
産
に
は
、
深
く
関
わ
り
な

が
ら
活
動
す
る
「
担
い
手
」
の
皆
様
が
存
在

し
ま
す
。
地
域
の
宝
物
を
掘
り
起
こ
し
、
育

成
・
活
用
す
る
過
程
で
地
域
づ
く
り
や
人
づ

く
り
を
展
開
し
、
自
分
が
暮
ら
す
ま
ち
や
地

域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
観
光
促
進
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
の
活
性

化
や
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

選
定
基
準
は

選
定
の
基
準
に
は
学
術
的
な
価
値
や
美
的
な

価
値
な
ど
「
客
観
的
な
評
価
基
準
」
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
が
保
全
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
や
、
今
後
の
取
組
に
期
待
で
き
る
も
の

な
ど
の
「
思
い
入
れ
価
値
」
が
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
入
れ
こ
そ
が

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
づ
く
り
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

二
つ
に
「
北
海
道
ら
し
さ
」
を
加
味
し
て
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
遺
産
と
い
う
言
葉

か
ら
は
、
「
過
去
の
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
広
が
り
が
ち
で
す
が
、
「
北
海
道
遺
産
」
は

地
域
の
未
来
を
創
造
し
て
い
く
資
産
な
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
北
海
道
遺
産
の
選
定
、

北
海
道
遺
産
構
想
の
普
及
・
啓
発
、
地
域
が
行

う
保
全
・
活
用
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
遺
産

協
議
会
の
取
組
及
び
第
四
回
選
定
で
新
た
に
選

ば
れ
た
遺
産
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

写真提供:NPO法人北海道遺産協議会
（北海道遺産フォトコンテスト）

北
海
道
遺
産

令
和
３
年
、
北
海
道
遺
産
は
第
一
回
選
定

か
ら

年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
の

特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
取
組
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1997
（４月）

北海道知事（当時）が、
「北の世界遺産構想」を提唱

北海道遺産構想推進協議会が
設立

第1回選定25件を
決定・公表

第2回選定27件を
決定・公表（計52件）

協議会がNPO法人格を取得し、
NPO法人北海道遺産協議会を
設立

第3回選定15件を
決定・公表（計67件）

第4回選定６件を決定・公表
既存遺産の名称変更※（計74件）

2001
（５月）

2001

2004

2009

2018

2022

（10月）

（10月）

（４月）

（11月）

（10月） ※江差町の２つの遺産を併せてひとつの名称
として公表していたが、名称を変更し、
２つの遺産として改めて登録。

これまでの歩み

1997-2022

20

20

74
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「
赤
毛
」
は
、
今
や
全
国
的
ブ
ラ
ン
ド
と

な
っ
た
北
海
道
米
の
先
祖
で
あ
り
、
寒
さ
に
強

い
こ
の
種
も
み
を
使
用
し
て
、
明
治
６
年
に
、

現
在
の
北
広
島
市
島
松
の
地
で
、
中
山
久
蔵
が

寒
地
稲
作
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
道
南
以
北
で

の
稲
作
は
不
可
能
と
さ
れ
た
中
、
中
山
は
高
い

志
と
努
力
を
以
っ
て
稲
作
を
実
践
し
、
入
植
者

た
ち
に
収
穫
し
た
稲
を
無
償
で
分
か
ち
、
寒
地

生
育
の
技
術
指
導
な
ど
の
長
年
の
支
援
を
行
い
、

北
海
道
中
に
稲
作
が
広
ま
る
き
っ
か
け
を
つ
く

り
ま
し
た
。

「
赤
毛
」
と
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
見
本
田

の
復
活
や
学
校
授
業
、
商
品
開
発
な
ど
、
地
域

の
人
々
の
熱
い
想
い
に
よ
り
、
現
在
も
地
域
の

誇
り
と
し
て
保
存
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

▲稲穂の毛の「芒」が赤褐色の赤毛米は、今や全国的なブランドとなった
「ゆめぴりか」「ななつぼし」の先祖。現在も「北広島市水稲赤毛種保
存会」の皆さんにより毎年栽培されています。

◀
見
本
田
で
の
活
動

の
様
子

「
経
済
・
社
会
・
環
境
」
の
調
和
に

よ
る
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
基
盤
と
な
る
森
林
を
活
か
す
た

め
の
理
念
で
あ
る
法
正
林
思
想

１
に

よ
り
「
循
環
型
森
林
も
り
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
年
間

㏊
の
伐
採
、
植
林
、

育
林
の
適
正
な
森
林
管
理
を

年
間
サ

イ
ク
ル
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
で
、
「
雇
用
の
場
の
確

保
」
、
「
安
定
的
な
木
材
供
給
」
、
さ

ら
に
「
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
」
、

「
森
林
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
脱
炭

素
」
を
可
能
に
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

で
あ
る
『
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
幸

せ
な
日
本
一
の
町
』
を
創
る
た
め
に
、

「
循
環
型
森
林
文
化
創
造
」
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

◀
機
械
化
が
進
む
冬
山
造
材
の

風
景

※１:毎年の成⾧量に見合う分の立木を一定量伐採、
植林することで、持続的な森林経営が実現
される森林のこと。

▲再造林された若い森林と成熟した森林に囲まれた
下川市街地

第４回選定で新たに選ばれた北海道遺産６件をご紹介します！

のぎ

しもかわの循環型森林文化
～森は光り輝く～ （下川町）

北海道米のルーツ「赤毛米」
～人々の想いが 育んだ地域の誇り～ （北広島市）

◆特集 北海道遺産創る
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◀
昭
和
期
の
後
志
利
別
川

で
の
砂
金
掘
り

▲地表面に生々しく残る砂金採掘跡

◀
北
海
道
最
古
の
赤
松
を
望
む

▲北辺防備の拠点仙台藩白老元陣屋

江
戸
幕
府
は
、
嘉
永
6
（
１
８
５
３
）
年

の
黒
船
来
航
に
よ
り
鎖
国
政
策
を
断
念
し
て
、

下
田
と
箱
館
を
開
港
し
、
同
時
に
、
西
欧
諸

国
の
日
本
進
出
を
警
戒
し
て
、
東
北
地
方
の

各
藩
に
蝦
夷
地
警
備
を
命
じ
ま
し
た
。
白
老

元
陣
屋
は
、
安
政
3
（
１
８
５
６
）
年
に
仙

台
藩
が
構
築
し
、
慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年

の
戊
辰
戦
争
に
よ
り
撤
退
す
る
ま
で

年
間

存
続
し
ま
し
た
。

陣
屋
遺
構
に
は
、
土
塁
、
堀
割
の
重
要
遺

構
の
ほ
か
、
藩
士
た
ち
が
故
郷
か
ら
移
植
し

た
赤
松
に
よ
る
歴
史
的
景
観
な
ど
が
比
較
的

よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
勧
請
し
た
愛
宕

神
社
や
塩
釜
神
社
、
御
霊
を
祀
る
藩
士
墓
地

で
は
、
地
域
住
民
が
一
世
紀
以
上
に
渡
り
、

例
大
祭
や
供
養
祭
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

今
金
町
の
後
志
利
別
川
上
流
域
に
は
、
砂

金
採
掘
の
遺
跡
が
延
長

㎞
以
上
に
渡
っ
て

随
所
に
見
ら
れ
、
源
流
域
に
は
カ
ニ
カ
ン
岳

金
山
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代

前
期
の
松
前
藩
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
特
に

美
利
河
地
区
は
そ
の
中
心
地
で
、
現
在
も
地

表
面
に
砂
金
採
掘
跡
が
生
々
し
く
残
り
ま
す
。

本
流
域
の
産
金
地
帯
は
当
時
と
し
て
は
国
内

最
大
規
模
を
有
し
、
大
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

の
発
生
を
物
語
り
ま
す
。

幕
末
以
降
に
も
採
金
ブ
ー
ム
が
起
き
、
特

に
明
治
期
に
は
北
海
道
的
な
採
掘
技
術
を
磨

く
場
と
し
て
歴
史
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
昭
和

年
代
ま
で
砂
金
掘
り

で
生
計
を
立
て
る
者
が
い
て
、
当
時
の
用
具

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙台藩白老元陣屋
～幕末と明治維新を生きた北の防人～ （白老町）

◆特集 北海道遺産創る

ぴ り か

今金・美利河の金山遺跡
～後志利別川上流域の砂金採掘跡～ （今金町）

10
30

12
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大
雪
山
国
立
公
園
の

東
部
に
位
置
す
る
十
勝

三
股
は
、
約
１
０
０
万

年
前
の
大
規
模
噴
火
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
カ

ル
デ
ラ
で
す
。
約

万

年
前
に
は
湖
が
広
が
っ

て
お
り
、
そ
の
後
、
消

失
し
樹
海
が
成
立
し
ま

し
た
。

十
勝
三
股
は
、
エ
ゾ

マ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る

広
大
な
森
林
が
広
が
る

と
と
も
に
、
永
久
凍
土

な
ど
の
寒
冷
地
帯
、
温

泉
な
ど
の
地
熱
地
帯
が

共
存
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
生
物
が
生
息
し
生

物
多
様
性
を
高
め
て
い

る
と
い
う
特
色
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
豊
富
な

森
林
資
源
を
求
め
て
、

過
去
大
規
模
な
林
業
集

落
が
形
成
さ
れ
、
最
盛

期
に
は
約
１
５
０
０
人

と
全
国
最
大
を
誇
り
、

運
搬
の
旧
国
鉄
士
幌
線

と
と
も
に
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

▲三国峠から見る十勝三股カルデラ

◀ホウの木でできた取り札は独特
な書体で描かれている。

▲競技は３人対３人のチーム戦。
前句の「韻」を聞き分けた瞬間
に手を出す。

▲高山や寒冷地の動植物が局所的に見られる永久凍土

十勝三股の樹海
～カルデラが生んだ生物多様性～ （上士幌町）

下の句かるた
～木札､下の句にみる遊びの文化～（全日本下の句歌留多協会）

◆特集 北海道遺産創る

30

下
の
句
か
る
た
は
、
北
海
道
に
入
植
し
た
人
々
に
よ
り
道
内

に
普
及
し
ま
し
た
。
「
木
の
札
」
で
あ
る
こ
と
と
、
小
倉
百
人

一
首
の
下
の
句
を
読
み
上
げ
る
独
特
の
競
技
は
、
北
海
道
特
有

の
遊
び
の
文
化
で
あ
り
、

年
を
超
え
る
歴
史
あ
る
全
道
大
会

や
小
中
学
生
の
全
道
子
ど
も
大
会
（
一
般
社
団
法
人
北
海
道
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
）
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

か
る
た
競
技
は
、
厳
格
な
雰
囲
気
の
中
で
の
対
戦
や
緊
張
感

の
下
で
、
礼
節
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
を
体
験
で
き
、
世
代
を
超

え
た
交
流
や
人
間
関
係
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
大
人
、

子
ど
も
、
性
別
を
問
わ
ず
競
技
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
日

本
古
来
の
文
化
に
親
し
む
こ
と
に
加
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

発
展
の
場
と
し
て
意
義
が
あ
り
ま
す
。

90


